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  (1) ( ), ( )f x g x  を連続な偶関数，mを正の整数とするとき， 
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( ), ( )f x g x は連続な偶関数であるので 
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さらに 
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(3) cosX x=  とおくと 

sindX xdx= − ， : 0x x→  のとき :1 1X →−  なので 
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さらに， tanX θ=  とおくと 
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したがって(2)より 
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  n →∞  のとき m →∞  であるから，はさみうちの原理により 
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